
8広報みかさ　2015. 8

質問順 質問者 質問項目

１ 澤田議員

①第8次三笠市総合計画について（進捗状況と中期実施計画）
②人が元気に働けるまち三笠について（農業と生産性向上に向けた取組み）
③人が安心して暮らせるまち三笠について（市立三笠総合病院の維持・充実）
④人が未来に向かって夢を育めるまち三笠について（遊休地の利活用）

２ 齊藤議員

①市長政策の5本柱について（人口減少対策と医療環境確保の考え方、経済・産業活性
化の考え方、市民コミュニティ拠点の充実と考え方、歴史伝統を守る記念施設整備の
考え方）
②教育行政について（新教育委員会制度の考え方、今後の市立高校の考え方）

３ 丸山議員
①市政について（統一地方選挙、移住定住政策、第8次総合計画の人口の見直し、職員の
早期退職・市役所の部制、豚舎の臭気問題、健康遊具の設置）

４ 畠山議員 ①人が元気で働けるまち三笠について（三笠ジオパークとの連携、石炭の地下ガス化）

５ 折笠議員
①学校教育について（市立三笠高等学校の施設整備）
②社会教育について（スポーツ・レクリエーション）

６ 只野議員

①「まち・ひと・しごと創生総合戦略」について（策定スケジュール、現時点でのプラン
策定）
②市立三笠総合病院の維持・充実について（検討委員会でのとりまとめ、市民の意見集約）
③国民健康保険について（国の医療保険制度見直しによる影響）
④公民館について（整備事業）
⑤個人番号カード交付事業について（進捗状況、セキュリティ対策と市民周知）

７ 武田議員

①経済・産業活性化の取組み方について（特命大使及び地域おこし協力隊を活用した
活性化の考え方）
②交通環境について（市営バス運行維持に向けた今後の考え方）
③財政運営について（地方公共団体の財政の健全化に関する法律による制限を受けな
い財政運営の考え方）

８ 谷内議員
①人が元気で働けるまち三笠について（中心市街地の再整備）
②人と自然が共存できるまち三笠について（三笠ジオパーク）
③歴史文化の保存について（文化財の保護）

　第2回定例会は、6月12日から30日までの19日間を会期として開催し、市長
と議員が提案した議案を審議し、すべて原案どおり可決しました。

　今回の定例会は一般選挙後初めての定例会で、議長を除く8人の議員から大
綱質問の通告があり2日にわたって建設的な議論が行われました。

市議会からのお知らせ
第2回定例会を開催

【問合先】議会事務局議会係☎②3194

　大綱質問
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メラなど）の分別収集・再資源化への取り組みを行
う費用136万円、高齢者や体の不自由な方にも利用
しやすいよう公民館にエレベーターを設置するた
めの費用4,295万円を増額する「平成27年度三笠市
一般会計補正予算」など補正予算2件。
　そのほか「平成26年度三笠市一般会計繰越明許
費繰越計算書」などの繰越計算書3件、「空知教育セ
ンター組合規約変更」1件、「動産の取得」1件、「三笠
市固定資評価審査委員会補欠委員の選任」1件、「市
が出資する法人の経営状況」の報告2件。
　また、議員提案では「議員派遣」「議会運営委員会
及び常任委員会所管事項調査」2件、「ヘイトスピー
チ根絶のため法規制を求める意見書」など意見書3
件を原案どおり可決しました。
　今回の定例会では、31人の方が傍聴しています。
　次回の定例会は9月に開催しますので、皆さんの
傍聴をお待ちしています。

　平成26年度繰越見込額の調整および歳入未整理
予算を補正する「平成26年度三笠市一般会計補正
予算の専決処分」1件。
　三笠市の代表として農業、観光、文化、歴史の情
報を広く発信する特命大使を選任するために必要
な事項を定める「三笠市特命大使条例」、いじめ防
止対策推進法の施行をふまえ、当市においてもい
じめ防止対策を推進し、子どもたちが安心して生
活し、学ぶことができる環境を整えるために必要
な事項を定める「三笠市子どものいじめ防止等条
例」などの条例制定3件。
　移住定住の促進、まちの活性化を図るために、非
常勤特別職職員として地域おこし協力隊員を募集
することに伴う「三笠市非常勤特別職職員報酬等
条例の一部改正」などの条例改正4件。
　犯罪の抑止と市民の安全を守るため、通学路を
含む市内主要箇所に防犯カメラを設置する費用
342万円、使用済みの小型電子機器（携帯電話やカ

※本会議の会議録については、出来上がり次第、三笠市ホームページ内の「三笠市議会」に掲載しています
ので、ぜひご一読ください。また、市役所1階市民生活課市民室と公民館内図書館入り口横にも会議録を閲
覧できるよう設置しています。

　主な議決内容


